
 

 
第 86号                           令和 4年 9月 15日発行 

                                             1 

八王子センター元気は、八王子市から委託を受けて高齢者の社会参加を支援するボランティア団体です。 
「げんき」は八王子センター元気が発行しています。     発行日：奇数月１５日 年６回発行 

発行：八王子センター元気   
(八王子市高齢者活動コーディネートセンター)  

代表：横山 普平 

〒192-0062 八王子市大横町 11-35        

大横保健福祉センター ３Ｆ                             
TEL/FAX：042-627-9179        

http://cg9179.world.coocan.jp /   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：令和４年１１月２３日（水）～２６日（土） 
会 場：八王子市芸術文化会館（いちょうホール）第１・第２展示室 
時 間：２３日１２時～１６時  ２４・２５日１０時～１６時 ２６日１０時～１５時 
主 催：八王子センター元気 共催：社会福祉法人 八王子市社会福祉協議会 

参加の３施設様より意気込みを伺いました。 

 

 

♦ 八王子あんしん館  
センター元気の皆様にはいつもお世話になり本当にありがとうございます。八王子あんしん館デイサ

ービスは西八王子駅近く散田町にある定員 17 名の地域密着型通所介護です。毎年 11 月に開催され

る「作品展」に八王子あんしん館デイサービスもほぼ毎年、参加させていただいており、皆様のご活動に 

感謝しております。 作品展に飾るから素敵な作品を作ろう、作品展に行けるようにリハビリ 

を頑張ろうなど利用者様にとって作品展が日々の目標や活力になっています。見学に行 

かせていただくことで他の施設様の素敵な作品を見て刺激を受け、参考にさせていただい 

たり学ばせていただくこともたくさんあります。 作品展がある事により、日々のデイサービ 

スの活動がとても刺激をうけています。 これからもこのような心温まる活動、ふれあいの場 

のご提供を心から応援させていただきます。今後もどうぞよろしくお願い致します。 

 

♦ 幸楽壱番館  
幸楽壱番館は大横町にございます定員30名の小さなアットホームな施設です。「笑みと暮らす」をテー

マに掲げ、人と人との寄り添いを大切にし住み慣れた家のような安心と安らげる環境を提供しており、毎

日日替わりで様々な内容のレクリエーションを行っています。 八王子センター元気さん 

にもご協力頂き、講師の方に週1回体操を行って頂いており参加者も多く大変人気があ 

るレクリエーションのひとつになっています。 工作では今年も季節ごとに様々な作品を 

作成し作品展に向け、入居者様・職員一丸となって頑張っています。 
 

♦ 快杜・爽杜・栄杜  
コロナ禍で思うように制作活動やイベントが出来ない中、ご利用者様との関わりを保ちながら作品を作

ることで、季節感を感じられるようなものを展示できるように職員間で話し合いました。作品展があることで 

ご利用者様のモチベーションを引出し、昨年度は展示された作品を見に行けたことで 

さらなる活動意欲が出てきて今年も開催されることを楽しみに作品づくりに取り組んで 

いこうと思います。三事業所での出展になりますが協力し合い作り上げた作品を今年も 

ぜひ皆様に見に来ていただきたいです。 
 

《出 展 施 設》   （施設名順不同 一部略称あります） 

あおば元八王子  あんしん館  アメイズ  イリーゼ八王子  快杜・爽杜・栄杜 
きらり  桜並木  ほのぼの  偕楽園・第二偕楽園ホーム  くらら南大沢  幸楽壱番館 
心成苑  プラザンメゾン八王子高倉  真秀の里  だん ・だん  ツクイ八王子片倉 
椛の里  ハイネス憩の丘  初音の杜  福寿園みなみ野  めじろデイホーム  ゆうらく 
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新しくコーディネーターの方々が仲間入りしました！  

3 年前に退職し、時間を持て余すようになりました。何かボランティア活動をしたいと

考えるようになり、そんな時に八王子センター元気を知りボランティア入門講座、コーデ

ィネーター養成講座を受講しました。そしてその中で、コーディネーターとしてイキイキ

と活躍されている先輩方を知り、大いに励まされました。これまでは、コロナ禍の影響も

あり、私のコーディネーターとしての活動もままならない状況ですが、少しでも人の役に

立てるように活動に励みたいと考えています。早くコロナ禍が収束し、コーディネーター

として、より一層の活動ができる社会が来てほしいと願っています。  

 岡本  裕子  記                                

現役引退後は趣味と温泉旅行等でのんびりと過ごせればと思っていましたが、コロ

ナ禍で出掛けることも飲みに行くことも儘ならず、ファミレスや図書館等で暇つぶしを

しなければならないのかと思っていたところ、八王子市の広報で八王子センター元気

のボランティア入門講座のことを知り、社  会参加をするきっかけになると思い受講して

みました。そしてこの講座で八王子センター元気のコーディネーターの皆さんがその

名の通り元気なのを見て自分も老人の仲間に入っていますが、元気を無くされた老人

の方々に少しでも元気になってもらうお手伝いができればと思い、コーディネーター

養成講座も受講しました。まだまだコーディネーターとして未熟ですが、自分が元気

であり続けるためにも、日々学び続けながら八王子センター元気の活動に参加してい

きたいと思います。                                               安田  宗作  記  

 

リタイヤ後自由な時間がたくさんある中で学びや習い事を楽しんでおりましたが、社

会とのつながりが希薄となっていることが気になり、八王子センター元気・シニア元気塾

コーディネーター養成講座を受講しました。社会参加活動（ボランティア等）が介護予

防となることや、高齢者の健康維持のための食生活等の講習もあり、改めて人や社会と

の関わり合いが心身ともに健康につながることを実感致しました。コロナ禍で活動は縮

小されているようですが、同年代の友人もでき自分自身が楽しみながら、どなたかのお

役に立てればと願っています。講座で学んだ①教育（今日行くところがある）、②教養

（今日用事がある）、③享楽（今日も楽しかった）のある健康で心豊かな暮らしが長く続

く努力をしたいと思います。                                福與  眞知子  記  

 
 

5 月に、令和 3 年度シニア元気塾コーディネーター養成講座を修了された下記の

15 名の方々が新しく八王子センター元気のコーディネーターに登録されました。講

座で習得したスキルをボランティア活動にいかして、八王子センター元気をさらに活

性化していくことが期待されます。また、一部の方に今後の抱負をお聞きしました。  

・石川  みどり (南大沢 )・大島  美代子 (南大沢 )  ・岡本  裕子 (散田町 )・加藤  嘉治 (子安町 )  

・神林  弘美 (下柚木 )  ・高麗  ヨシ子 (子安町 )  ・田中  孝子 (南大沢 )  

 ・手島  康子 (元八王子町 )・成瀬  くに子 (大和田町 )  

 ・西野  三惠子 (子安町 )  ・早武  善子 (犬目町 )  

 ・福與  眞知子 (楢原町 )  ・前田  栄子 (南大沢 )  

・安田  宗作 (長沼町 )     ・山口  美津子 (八日町 )  

                          (写真は講座初日に撮影）  

コーディネーターの抱負  
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絵手紙は、ハガキ（限らず）に季節の野菜、

花、果物、手元にある日用品、器、人形、お

もちゃ等々を描き、言葉を添えて送る。  また、

描くだけではなく、貼る、押す、字だけを描く

(字手紙 )という様な技法があります。  

講座を進める

にあたり、これら

をカリキュラムに

取り入れながら、

飽きられないよう

に進められればと思っています。  

初回講座では「ピーマン」を描くに挑戦し

ました。それぞれの方が、構図を考えながら

描いたものは、型、色、言葉ともに個性的で

素晴らしいものでした。これからがとても楽し

みです。 

日本郵便が土曜日の配達をやめたため、

手紙が届くのに日数がかかる不便さが生じて

きました。急ぐ伝達には、やはり、スマホが便

利になるでしょう。  

それでも、絵手紙には違った価値の伝達

を作り出し、自分を表現して、交流を高め、

温かいキャッチボールを楽しんでいただきた

いと思います。  

折り紙は誰でも一度はやったことがあると

思います。一枚の紙から様々な形が生れるこ

と。また、頭と指先を使うので脳の活性化にも

良いと言われてい

ます。 

今回 の講 座で

は折り紙の基礎、

そしてボランティア

現場でも楽しんで

頂ける作品づくりと、自分で応用し楽しむこと

が出来るようにしたいと思います。  

コロナ感染者急増の為、延期にもなりまし

たが、受講者の皆様と一緒に頑張りたいと思

います。コロナ禍が早く落ち着いて普通の活

動が出来ることを願っています。  

ハーモニカは楽器の中でもっとも小さくて

手軽な楽器です。一人でメロディーも伴奏も

吹くことができ、さらに何人もの人達と一緒に

吹くアンサンブルも楽しめる仲間作りには最

適な楽器です。年をとると肺活量が小さくな

るので無理ではと心配する人がいますが吹

き方を覚えればきれいな音はちゃんと出ます。

然も健康に良いということです。  

最 初 は ハ ー

モニカに慣れる、

そして基礎とな

る腹式呼吸とド

レミフア音階練

習から始めて１０回の講座です。  

ハーモニカの魅力は何といっても楽器内

部のリードの微妙なビブラートによって情感

豊かな響きが生まれます。童謡からポップス、

懐メロ、演歌などジャンルを問わず演奏でき

る楽器だという事も魅力です。  

講座で学んだことを毎日５分練習すること

で上達します。練習を習慣化することです。

「知っている曲のメロディーを自分で吹ける

楽しさ」「楽しい」という気持ちを大切に持ち

続けることです。  

コロナ禍ですが、お互い健康に気を付け

て講座を修了したいと思います。  

この度マジック講座担当の依頼を受け大

変光栄に思っております。今の世の中、新型

コロナ、ウクライナ、温暖化など地球規模の危

機に見舞われている時、講座開催という勇気

ある決断に対し、セン

ター元 気役 員の皆

様及び応募された受

講生に対し心より敬

意を表します。 

そのような中ですが、講師として私なりに役

目を果たしていければと思っております。無事

講座が終了できますよう頑張っていきたいと

思います。 

第12回 楽しく身につくボランティア養成講座  開講！  

絵てがみ 講座 講師 橋本 好江 

マジック 講座 

講師 林 陸太郎 

 

 

ハーモニカ 講座 

講師 鈴木 三枝 

 講師 仲山 永年 

 

～ 各講師に講座の特徴・内容・進め方などをお聞きしました ～ 

折り紙 講座 
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八王子センター元気主催  ボランティア養成 2 講座 開催中 

第 20 回 シニア元気塾  
 ボランティア入門講座 

今年もコロナ禍の中での開講となりまし
た。9 月 3 日から始まり 10 月 25 日まで全

8 回にわたり開催されています。  
この講座に参加された方々は自分を見

つめ、今後どのように生きようかと探し求め
られているのではないでしょうか。ボランテ
ィア活動は高齢者の社会参加の一つとと
らえています。この講座でボランティアとは
なにか、ボランティアの性質、社会の中で

の立場・意味合いなど順を追って講師の
方々がお話ししてくださいます。またグル
ープワークの中で、自分に合った居場所、
出番、仲間づくり、健康づくりを見つけるこ
とが出来れば良いなと思います。  

1 日目  
に受講者  
全員の集  

合写真を  
撮り、2 日  
目に皆さ  
んに配布  

しました。グループワークと仲間作りの手
助けとなってくれればと期待しています。   
 新型コロナウイルス感染の予防対策を十

分に行い進めていきますのでよろしくお願
いいたします。  

石黒  康弘  記  
 

9 月 6 日より傾聴ボランティア養成講座
が始まっています。10 月 27 日までの全 8

回を予定しています。高齢者を相手にす
る傾聴では相手の生活の質を維持・向上

第 19 回  
傾聴ボランティア養成講座  

今年もＮＰＯフェスティバルに参加  
 

 「はちおうじＮＰＯフェスティバル２０２２
（八王子市市民活動支援センター主催）」
が、１１月３日、新設の“東京たま未来メッ
セ”で開催されます。  

過去、当イベン
トは八王子駅北
口ユーロー ド 、
八 王 子 駅 南 口
広場で開催され

2 0 1 9 年の様子  

2 0 1 9 年の様子  

ましたが、コロナ禍以後は、YouTube ライ
ブ、昨年は長池公園芝生広場等からライ
ブ配信されました。今年は久々の通常開
催となり、来場者数増加が予見されます。  
当日、出展団体が活動内容を展示、体

験、物品販売といった形で紹介したり、ス
テージで楽しい催し物を披露したりします。  

八王子センター元気は普段高齢者施設
等で活動する技能ボランティアが作成した
折り紙や手芸などの作品を展示。また、ス
テージでパフォーマンスを披露し活動の一
端をご紹介します。  
コロナ禍が収まらない中実施されますの

で、感染しない、感染させないを念頭に参
加致します。是非、八王子センター元気の
ブースにお立ち寄りください。お待ちして
おります。               㓛刀  正芳  記  
 

させる対応を求
められ 、 それが
良好な人間関係
を生み出す要因
に な り ま す 。 傾

聴は耳を傾けて

聴くということ。“聴”という文字には耳だ
けでなく心や目も含まれていますので、
身体全体を傾けて聴くことといえます。

話に頷き、励まし、その言葉を繰り返し

返答するだけでなく、会話の展開に応じ
て話の内容を要約する力量も求められ
ます。相手を知ると同時に自分自身のこ

とも知らなければ適切な関わりは出来ま
せん。自分のことは自分が一番知ってい
ると思いがちですが、自身で自分の後ろ
姿を見ることは出来ません。他人は私達
の後ろ姿を見ることが出来ます。  
このように私達の心には無意識という

自分には気がつかない働きがあるようで

す。傾聴し受け入れ共感する事は相手

との良い関係、交流、絆の形成のため
重要であると思います。   望月明美  記  

お
知
ら
せ 


